
芦屋市の１０年後の姿
-第５次総合計画について-



「10年後の芦屋の目指す姿」を実現
させるための「総合計画」

「総合計画」とは・・・
① まちづくりの指針となる計画
② 市の最も重要な計画
③ すべての計画の指針となる計画

中長期的な展望に立って策定し，本市の総合的・計画的な
まちづくりの方向性を明らかにするものです。
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第５次総合計画策定のために
これまでに実施した取組

①市民アンケート（令和元年5月～6月実施）
②団体インタビュー（平成30年10月～令和元年6月実施）

③市民ワークショップ （平成30年度中 全5回実施）



① 市民アンケートの実施

• 市民アンケートの概要と結果
調査対象 市内在住の18歳以上の市民3,000人

調査期間 令和元年5月30日（木）～令和元年6月12日（水）

回収状況 回収率46.0％



今後３年間で特に力を入れて取り組むべき施策
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㉑災害に強い安全なまちづくりが進んでいる

㉛市内の商業が活性化し，市民の利便性も向上している

⑯高齢者がいつまでもいきいきと安心して暮らせている

㉖交通ルールやマナーに関する意識が高まっている

⑫子育てと仕事の両立を可能にする環境が整っている

⑧子どもたちが「生きる力」を身につけ，健やかに成長している

⑲犯罪が起きにくいまちになっている

㉘市内を安全かつ快適に移動できる

⑮地域における保健・医療・福祉の連携体制が確立している

⑩学校園・家庭・地域が連携して，子どもたちの育成を支えている

㉕清潔なまちづくりが進んでいる

㉒自然と緑を守り，創り，育てる文化を継承している

⑭市民が適切な診療を受けられる

(%)

5%以上の回答があった項目のみを抽出

• 市民アンケートの結果



② 団体インタビュー

対 象 28団体

期 間 平成30年10月～令和元年6月

ヒアリング項目  現在の芦屋市はどんなまちだと感じていますか。
 芦屋市の強み（自慢できる点，満足している点など）は何だと思いますか。
 10 年，20 年後の芦屋は，どんなまちになっていればいいと思いますか。
 また，芦屋の理想の姿を，一言で表すとすれば。
 芦屋市を魅力的なまちにするために必要な取組は何だと思われますか。

• 団体インタビューの概要

分野 団体名 分野 団体名

芦屋市ＰＴＡ協議会 芦屋警察署

芦屋市青少年愛護委員会 芦屋市消防団

芦屋市保育推進保護者会協議会 芦屋市自主防災会

ＮＰＯ法人　さんぴぃす まちづくり防犯グループ連絡協議会

子育て自主活動グループ　ベビ☆パラ 芦屋青年会議所

芦屋市人権教育推進協議会 ＮＰＯ法人　芦屋市国際交流協会

芦屋市民生児童委員協議会 老人クラブ連合会

芦屋障がい団体連合会 男女共同参画団体協議会

芦屋市医師会 芦屋観光協会

芦屋市歯科医師会 芦屋神社

芦屋市薬剤師会 芦屋新世会

ＮＰＯ法人　芦屋市体育協会 芦屋プロジェクト２０１０

芦屋市レクリエーションスポーツ協会 芦屋森の会２００１

芦屋建設業組合

兵庫県宅地建物取引業協会
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今後，必要な取組について

 少子化，高齢化を念頭に置いた施策
 賑わいの創出
 公共交通の充実
 災害への対応
 市民、事業差、行政の協働、他都市との連携
 人のつながりの強化
 市民の力を生かす
 情報発信による行政の見える化
 豊かな自然環境の継承
 清潔な住環境の維持・継続

• 団体インタビューの結果（１）



③ 市民ワークショップ
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市民ワークショップが提案する将来像

「ASHIYA SMILE BASE」
～みんなの声を活かして 次世代へと人がつながり 誰もがイキイキと暮らすまち～

「ASHIYA SMILE BASE」 は，
少子高齢化や人口減少が進む中でも，ワクワクできる居心地のいい空間が身近にあり，
みんなの笑顔があふれるホームタウンとして，芦屋市が将来にわたり住んで良かったと誇れ
るまちであり続けることを目指すものです。
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未来の創造
－持続可能な心弾むまちを未来へつなぐデザイン－

人のつながり
－時代に適い，多様に紡がれるネットワーク－

暮らしやすさ
－地域に包まれ安らぎを感じる暮らし－

資源
－地域資源を活かす，これまでとこれからの融合－



人口減少・少子高齢化をはじめ，ICTの急速な発達やグローバル化の進展など，市

内外の社会情勢が大きく変化している中で，これまでの取組の延長線上だけでは住み
やすいまちの持続は難しくなると考えられます。
国際文化住宅都市として先人が築いてきた住環境や暮らしに根付く文化，地域の
ネットワークなど，芦屋ならではのまちの良さを継承しながら，市民と行政が未来を共
有し，協働することで，住宅都市としての強みを磨き，さらなる魅力を創造していきます。
そして，将来の世代にわたって，人々の笑顔があふれ，誇りを持てるまち，さらには
多くの人に憧れと夢を持って選ばれる「住み続けたいまち，住んでみたいまち芦屋」を
目指します。

第５次総合計画の将来像（今後10年間で目指すべき姿）

人がつながり 誰もが輝く 笑顔あふれる住宅都市

アシヤ スマイル ベース

「ASHIYA SMILE BASE」

キャッチフレーズに
なりました



芦屋市企画部政策推進課
TEL  0797-38-2127


